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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

これまでカリ上乗せ施⽤が実施されてきた⼀⽅で、地域によってはカリ上乗せによる吸収抑
制対策が終了されつつあり、今後⼟壌中の交換性カリが低下し、それに伴い⽞⽶の放射性セシ
ウム濃度が上昇する懸念がある。そこで、⽔稲をカリ無施⽤ポット栽培することで、⾮交換性
カリ含量が⾼いと⽞⽶への放射性セシウム移⾏が低い傾向にあることを明らかにした。         

（１） ⼟壌中交換性カリ含量は栽培１年⽬から２年⽬で⼤きく減少し、その後は 1〜6 mg/100g
乾⼟の低い範囲で横ばいまたはやや減少傾向に推移した。 

（２） ⽞⽶への放射性セシウム（137Cs）移⾏係数は年々上昇し、上昇の程度は⼟壌によって異な
り、ゆるやかな増加が⾒られた⼟壌と、急激な増加が⾒られた⼟壌があった。 

（３） ⼟壌中⾮交換性カリ含量が⾼い⼟壌では、急激な移⾏係数の増加が⾒られず、⼟壌中⾮交換
性カリ含量と移⾏係数の間には相関がみられた。なお、⾮交換性カリとは、⼀般の⼟壌分析
の交換性カリとは異なり、粘⼟鉱物に貯蔵される植物が利⽤可能なカリを表す。 

（４） ⾮交換性カリ含量の年次推移に⼤きな変動はなかった。 
 
２ 期待される効果 

（１） 交換性カリ含量が低下してきた時、⽞⽶の放射性セシウム吸収リスクを評価するうえで⾮
交換性カリ含量が重要な⼟壌要因となる可能性がある。 

 
３ 活⽤上の留意点 

（１） 放射性セシウム吸収抑制対策には、まずは⼟壌中に⼗分な交換性カリ含量を維持すること
が重要である。 

（２） 今後、⾮交換性カリ含量を⽤いた放射性セシウムリスク評価指標を作成する研究を⾏う予
定である。 



 

Ⅱ 具体的データ等 

 
 

 
 
 
 
Ⅲ その他 
１ 執筆者 

永井華澄 

２ 実施期間 

平成 27〜令和２年度 
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図１ ⽔稲カリ無施⽤ポット栽培における 
収穫後⼟壌中交換性カリ含量の推移 

図２ ⽔稲カリ無施⽤ポット栽培における 
移⾏係数の推移 

図３ ⽔稲カリ無施⽤ポット栽培における 
⾮交換性カリ含量と移⾏係数の関係 

図４ ⽔稲カリ無施⽤ポット栽培における 
収穫後⼟壌中⾮交換性カリ含量の推移 

※⾮交換性カリ含量は 1M 熱硝酸抽出法により測定した 


